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共同募金のご協力ありがとうございました！



　年２回の研修旅行や新年互礼会
などの様々な交流事業を行いまし
た。

　また、山梨県主催のゲートボール大会やグラ
ウンド・ゴルフ大会への参加、山梨県障がい者
文化展への作品の出展、見学等も行いました。
　身延町身体障がい者福祉会では、新規会員を
募集中です。町内に在住し身体障害者手帳をお
持ちの方及びその家族が加入できます。
　入会を希望される方は社会福祉協議会までご
連絡ください。

　また、山梨県主催のゲートボール大会やグラ

身体
障がい者
福祉会 　たくさんの皆様にフードドライ

ブにご協力いただき、お米や乾麺
をはじめとした食品が合計1078.02

kg集まりました。
　皆様からお寄せいただきました食品は認定
NPO法人フードバンク
山梨にお届けし、町内
や県内の食にお困りの
方々にご活用いただい
ております。
　たくさんの善意をあ
りがとうございました。

　１年間を通して利用者の皆様とまた新

しい思い出を作ることができました。

　利用された方からは「ここに来ることが

楽しい」「みんなの顔を見ることが嬉しい」「一週間に

何度か来たい」と感想をいただきました。ここに来るこ

とが生活リズムになり、生きがいになっていただけたら

と思います。

　また、新年度も利用者の皆様に喜んでいただけるよう

に新しいことを取り入れ、工夫していきたいと思います。

　健康長寿、認知予防、体力維持を目指して一緒に頑張

りましょう。

　興味のある方はぜひご参加ください。お待ちしており

ます‼

フード
バンク

　60歳以上の男性を対象とした料

理教室を６回開催し、今年度は10

人が参加しました。

　講師の玉川眞奈美先生はじめ、身延町食生活

改善推進委員会の皆様に、ご指導ご協力をいた

だきました。

　また、メニューについても、参加者の皆様の

アンケートを参考に玉

川先生に考案していた

だきました。参加者か

らは「来年度も参加し

たい」との感想をいた

だきました。

男性
料理教室

●「第44回峡南地区老人クラブ囲

碁大会」が７月12日に富士川町民

会館にて開催されました。身延町

から３チームが参加し、優勝、準優勝と健闘し

ました。

●「いきいき山梨ねんりんピック2019」が９月

28日に小瀬スポーツ公園で開催されました。天

候にも恵まれた中、グラウンド・ゴルフで小泉

博一さんがパート優勝しました。

●「富士の国シニア山梨 第13回グラウンド・ゴ

ルフ大会」が10月30日に小瀬スポーツ公園で開

催されました。全58チームが参加をする中、身

延町すこやかクラブ代表が準優勝しました。

●「令和元年度県老人クラブ連合会市町村対抗

囲碁大会」が１月22日に県立青少年センターに

て開催されました。身延町はBパートに参加し、

15チーム中、準優勝の成績を収めました。

すこやか
クラブ

　２月１日（土）身延町総合文化

会館にて「第11回みのぶボランテ

ィアのつどい」を開催しました。

当日は120名のたくさんの皆様がご来場くださり

ました。

　第１部では山梨日日新聞に連載している町内

在住の小説家、池田茂光様を講師にお招きし、

「高齢者もうすぐ我等の時代が来る～老老介護

と小説『サンセット』の世界～」と題し、ご講

演をいただきました。　

　第２部では笠井和子様に

よるアトラクション「軽運

動～さあ達者で長生きを目

指しましょう～」で、参加

者の皆様がその場で出来る

体操を行いました。

ボラン
ティア

社協の一年を振り  返ってみました社協の一年を振り  返ってみました
身延

生きがい
広場 　下肢筋力の低下を予防す

る運動を中心に取り入れたと

ころ、「転倒することが少

なくなったような気がする」とのお声をい

ただきました。これからもみんなで楽しみ

ながら継続していきたいと思います。

　外出行事を季節ごとに行い、外食も取り

入れ、利用者の皆様には好評でした。また

新年度も多くの意見を聞きながら、できる

だけ要望に沿った行事ができればいいと思

っています。

　多くの元気な方に来ていただきたいので、

ぜひ足を運んでいただきたいと思います。

下部
生きがい
広場

　今年度は、子ども手話教室と大

人手話教室を開催しました。子ど

も手話教室は手話を楽しく学び、

身近に感じてもらえるよう企画しました。夏休

み・冬休みの期間中に４回行い、18名程の子ども

たちが参加しました。

　また大人手話教室では、コミュニケーションの

幅を広げるとともに障がいに対する理解を深める

ことを目的に7回開催しました。参加者からは「今

後も続けてほしい」との感想をいただきました。

手話教室

要支援、要介護の

認定を受けた高齢者が通所し、機

能低下を防ぐための訓練の他、入

浴や食事のサービスを受ける施設

です。現在35名ほどの方が、週1

～５回、当施設を利用されていま

す。ご希望の皆様には、施設の見

学や案内も行いますので、お気軽

にご連絡ください。

　要介護者等の居宅を訪問し、介

護福祉士や訪問介護員が、入浴、

排せつ、食事等の介護や日常生活

の支援を行います。現在、常勤職

員３名、登録ヘルパー15名の職員

が、75名ほどの要介護者に身体介

護、生活援助等の介護サービスを

提供しています。

　今後も利用者に寄り添い、より

良い居宅サービスの提供に努めて

まいります。

　常勤のケアマネージャー（介護

支援専門員）１名が、現在38名の

利用者のケアプランの作成、介護

サービス事業者との連絡調整など

の業務を行っています。利用者の

心身の状態や家族の希望などに適

したサービスが利用できるよう計

画を立てます。

　介護に関するお悩みや心配ごと

などがありましたら、お気軽にお

問い合わせください。

介護
保険
事業所

中富デイサービス
センター

訪問介護事業所 居宅介護支援事業所中富デイサービス
センター

訪問介護事業所 居宅介護支援事業所
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　身延町社会福祉協議会では、被災地の復旧・復興に欠かせない災害ボランティアセンター運営

スタッフを募集しています。

　災害ボランティアセンターとは、災害時に設置される被災地での災害ボランティア活動を円滑

に進めるための拠点です。この災害ボランティアセンターは、一般的に被災した地域の社会福祉

協議会、日頃からボランティア活動に関わっている人たち、行政が協働して担い手となります。

また、被災地外からの災害ボランティアセンター運営経験者が関わる場合もあります。

　災害ボランティアセンターには下記５つの役割があります。

　①被災地のニーズの把握

　　・家の片づけ、避難所でのお手伝いなど、被災地の暮らしのニーズを収集します。

　②ボランティアの受け入れ

　　・災害ボランティアセンターを立ち上げた場所を、被災地内外に情報発信し、活動を希望す

　　　るボランティアの受付を行います。

　　・ボランティア活動を希望する人は、まずは災害ボランティアセンターを訪れ、状況把握や

　　　活動の準備をすることになります。

　③人数調整・資機材の貸し出し

　　・被災された人たちからのニーズにあわせて、必要なボランティアの人数などを調整します。

　　・活動のために道具が必要な場合、それらを準備して貸し出します。

　④活動の実施

　　・要望に合わせてボランティアが家屋や避難所などで活動をします。

　⑤報告・振り返り

　　・活動結果、気がついたこと、住民からの要望などを報告し、その後の活動のために生かし

　　　ます。

　　・改善すべきことがあれば、センターを運営

　　　する人たちで話し合って、対応を考えます。

　これらの役割を果たすために、多くの運営スタ

ッフが必要となります。

　現在14名のスタッフ登録者がおり、年１回災

害ボランティアセンター設置運営訓練や学習会を

行っていますが、まだまだ足りません。興味のあ

る方はぜひ社会福祉協議会までご連絡をお願いい

たします。

災害ボランティアセンター運営スタッフ募集

災害ボランティアセンター設置運営訓練の様子

　高齢化率が45％を超え、少子化・人口減少が顕著な身延町。地域で生活していくためには地

域・集落での支え合いが大切になります。

　この支え合いを広めるため、今年度は町内11地区及び６集落（中山・上大島・根子・和田・下

部・大塩）で『支え合いの地域づくり』についての説明会を開催しました。集落の説明会では、

敬老会や区費の集金日、百歳体操、月一（つきいち）カフェなど地域の皆様が集まる場におい

て、第2層生活支援コーディネーターが支え合いについての説明を行いました。

　また、住民有志の皆様と立ち上げた第２層地域支え合い協議会では、地域の取り組みや困りご

と、地域説明会開催に向けての話し合いなどを行いました。

地域支え合い

◎説明会と取材を兼ねて、大塩地区の月一カフェのクリスマス会に伺ってきました

　11月29日（金）に長野県水害被災地支援活動に社協職員２名が参加しました。

　台風19号による災害発生から１か月半が経過していましたが、未だに支援を必要としている被

災者の方々が多くいるという状況でした。

　活動内容は、浸水被害にあったご家庭の庭や床下の泥出し、家屋等の清掃作業を行いました。今

回の活動を通して、災害の恐ろしさ、そして災害への備えの大切さを学びました。

　今後も、私たちに出来る支援について考え、被災地支援に取り組んでいきたいと思います。

災害ボランティア
～長野県水害被災地にてボランティア活動～
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　　・災害ボランティアセンターを立ち上げた場所を、被災地内外に情報発信し、活動を希望す

　　　るボランティアの受付を行います。

　　・ボランティア活動を希望する人は、まずは災害ボランティアセンターを訪れ、状況把握や

　　　活動の準備をすることになります。

　③人数調整・資機材の貸し出し

　　・被災された人たちからのニーズにあわせて、必要なボランティアの人数などを調整します。

　　・活動のために道具が必要な場合、それらを準備して貸し出します。

　④活動の実施

　　・要望に合わせてボランティアが家屋や避難所などで活動をします。

　⑤報告・振り返り

　　・活動結果、気がついたこと、住民からの要望などを報告し、その後の活動のために生かし

　　　ます。

　　・改善すべきことがあれば、センターを運営

　　　する人たちで話し合って、対応を考えます。

　これらの役割を果たすために、多くの運営スタ

ッフが必要となります。

　現在14名のスタッフ登録者がおり、年１回災

害ボランティアセンター設置運営訓練や学習会を

行っていますが、まだまだ足りません。興味のあ

る方はぜひ社会福祉協議会までご連絡をお願いい

たします。

災害ボランティアセンター運営スタッフ募集

災害ボランティアセンター設置運営訓練の様子

　高齢化率が45％を超え、少子化・人口減少が顕著な身延町。地域で生活していくためには地

域・集落での支え合いが大切になります。

　この支え合いを広めるため、今年度は町内11地区及び６集落（中山・上大島・根子・和田・下

部・大塩）で『支え合いの地域づくり』についての説明会を開催しました。集落の説明会では、

敬老会や区費の集金日、百歳体操、月一（つきいち）カフェなど地域の皆様が集まる場におい

て、第2層生活支援コーディネーターが支え合いについての説明を行いました。

　また、住民有志の皆様と立ち上げた第２層地域支え合い協議会では、地域の取り組みや困りご

と、地域説明会開催に向けての話し合いなどを行いました。

地域支え合い

◎説明会と取材を兼ねて、大塩地区の月一カフェのクリスマス会に伺ってきました

　11月29日（金）に長野県水害被災地支援活動に社協職員２名が参加しました。

　台風19号による災害発生から１か月半が経過していましたが、未だに支援を必要としている被

災者の方々が多くいるという状況でした。

　活動内容は、浸水被害にあったご家庭の庭や床下の泥出し、家屋等の清掃作業を行いました。今

回の活動を通して、災害の恐ろしさ、そして災害への備えの大切さを学びました。

　今後も、私たちに出来る支援について考え、被災地支援に取り組んでいきたいと思います。

災害ボランティア
～長野県水害被災地にてボランティア活動～



　私
は
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
お
金

を
も
ら
わ
ず
に
色
ん
な
事
に
取
り
組
ん

で
く
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
お
年
寄
り
や

体
の
不
自
由
な
人
の
お
手
伝
い
を
し
て

あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

と
て
も
大
変
な
こ
と
で
、
私
に
も
出
来

る
こ
と
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　私
は
毎
年
、
夏
休
み
に
家
族
旅
行
に

行
き
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
夏
休
み
の
一

番
の
楽
し
み
で
す
。
今
年
は
旅
行
に
行

く
に
あ
た
っ
て
、
お
母
さ
ん
か
ら
「
車

椅
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
し
よ
う
と
言

わ
れ
ま
し
た
。「
車
椅
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
は
、
古
く
な
っ
た
車
椅
子
を
工
業
高

校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
修
理
を
し
、
そ

れ
を
車
椅
子
が
必
要
な
人
へ
旅
行
者
が

自
分
の
手
荷
物
と
し
て
持
っ
て
行
く
と

い
う
も
の
で
し
た
。
お
母
さ
ん
か
ら
そ

の
話
を
聞
い
た
時
は
荷
物
も
増
え
る
し
、

何
で
私
た
ち
が
持
っ
て
い
か
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
持
っ
て
い
く
と
助
か
る
人
が
い
る

の
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
旅
行
の
日
、

空
港
の
中
に
あ
る
宅
配
セ
ン
タ
ー
に
行

き
、
名
前
を
言
う
と
車
椅
子
が
届
い
て

い
ま
し
た
。
修
理
し
た
の
は
兵
庫
県
の

高
校
で
し
た
。
兵
庫
か
ら
山
梨
に
住
ん

で
い
る
私
た
ち
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
運

び
ま
す
。
色
々
な
人
の
つ
な
が
り
で
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
レ
ー
で
す
。

あ
と
は
と
て
も
簡
単
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
飛
行
機
に
乗
る
手
続

き
を
し
て
、
自
分
た
ち
の
荷
物
と
い
っ

し
ょ
に
車
椅
子
を
預
け
た
だ
け
で
し
た
。

だ
か
ら
荷
物
が
増
え
た
と
い
う
感
じ
は

な
か
っ
た
し
、
旅
行
に
行
く
つ
い
で
な

の
で
全
く
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
地
に
つ
く
と
、
受
け
取
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ

て
そ
の
人
に
わ
た
し
ま
し
た
。
そ
の
時

に
お
母
さ
ん
が
子
供
服
の
古
着
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
き
、
そ
れ
も
わ
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
了
で

す
。
何
だ
か
あ
っ
と
い
う
間
の
事
で
こ

の
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
と
い
う

実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　帰
国
し
て
か
ら
一
週
間
く
ら
い
に
現

地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
運
ん
だ
車

椅
子
は
ジ
ャ
ワ
島
に
住
ん
で
い
る
六
十

八
さ
い
の
女
性
に
届
い
た
そ
う
で
す
。

足
が
不
自
由
で
外
に
出
ら
れ
な
く
、
家

に
こ
も
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　そ
れ
が
車
椅
子
が
届
い
た
事
で
外
に

出
ら
れ
、
買
い
物
を
し
た
り
近
所
の
人

と
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
と
話
し
て
た
そ
う
で
す
。

車
椅
子
に
乗
っ
て
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔

の
写
真
も
い
っ
し
ょ
に
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
子
供
服
は
保
育
園
か
ら

高
校
生
ま
で
生
活
し
て
い
る
し
せ
つ
に

届
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
私
よ
り
も
小

さ
な
子
供
た
ち
が
私
た
ち
が
持
っ
て

行
っ
た
服
を
前
に
う
れ
し
そ
う
に

し
て
い
る
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
私
は
そ
の
写
真
を
見
た
時

に
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
助
か
る
人
が
も
っ
と

増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　私
は
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

と
て
も
難
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
大
変
な
事

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

に
で
き
る
事
っ
て
た
く
さ
ん
あ
る

し
、
身
近
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
夏
休
み
の
経
験
を
生
か

し
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
目
を
む
け

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

  

家
族
の
役
割

身
延
中
学
校 

一
年

　小
林

　慶
多

　

　祖
母
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
一
年
半
前
く
ら
い
の
時
だ
っ
た
。

以
前
か
ら
目
の
見
え
な
い
祖
母
が
足
に
不

調
を
訴
え
思
う
よ
う
に
歩
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
母
は
、
仕
事
が

終
わ
る
と
病
院
へ
と
足
を
運
び
帰
り
の
遅

い
日
が
続
い
た
。
そ
し
て
時
に
は
不
満
を

言
っ
た
り
不
安
な
こ
と
を
言
っ
た
り
し
て

い
た
。
入
院
生
活
が
一
年
過
ぎ
た
こ
ろ
祖

母
の
退
院
に
向
け
て
歩
行
訓
練
が
始
ま
っ

た
。
家
に
帰
り
た
い
、
そ
の
思
い
で
祖
母

は
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
ん
だ
と
感
じ
た
。

　家
に
帰
る
こ
と
を
決
め
た
時
、「
介
護
」

が
は
じ
ま
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
、ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、病
院
の
関
係
者
の
人
、

町
の
福
祉
保
健
課
の
人
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
話
し
合
い
を
経
て
、
祖
母
の
家
で
の

生
活
が
再
び
始
ま
っ
た
。
家
で
の
生
活
が

始
ま
っ
た
数
ヶ
月
後
、
一
本
の
電
話
が
家

中
に
鳴
り
響
い
た
。
僕
は
近
く
に
い
た
の

で
電
話
に
出
る
と
、祖
母
か
ら
だ
っ
た
。「
家

に
来
て
ほ
し
い
。」
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
お
休
み
の
日
で
、
祖
母
の

家
に
住
ん
で
い
る
お
じ
さ
ん
も
留
守
だ
っ

た
の
で
一
人
で
は
ま
だ
不
安
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
僕
は
電
車
で
祖
母
の
家
に
向
か
っ

た
。
目
が
見
え
な
い
祖
母
に
負
担
を
か
け

ぬ
よ
う
、
使
っ
た
も
の
を
き
ち
ん
と
元
に

戻
す
よ
う
に
し
た
。
目
が
見
え
な
い
祖
母

に
と
っ
て
椅
子
が
出
て
い
る
だ
け
で
も
大

き
な
変
化
な
の
だ
。
こ
の
日
は
、
僕
が
ヘ

ル
パ
ー
。
本
当
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
仕
事

を
全
て
や
る
事
は
で
き
な
く
て
も
、
祖
母

の
近
く
に
い
て
、
肩
を
貸
し
て
あ
げ
た
り
、

洗
い
物
を
し
て
あ
げ
る
事
は
で
き
る
。
こ

う
い
う
こ
と
が
、
家
族
と
し
て
や
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
そ
の
日
は
祖
母
の
家
に
泊
ま
っ

た
。次
の
日
の
朝
、祖
母
は
早
起
き
だ
っ
た
。

朝
の
行
政
放
送
が
流
れ
た
時
に
僕
は
起
き

た
が
、
祖
母
は
一
時
間
ぐ
ら
い
前
に
起
き

て
、
自
力
で
居
間
ま
で
来
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
日
に
用
事
が
あ
っ
た
た
め
八
時
前
の

電
車
で
帰
っ
た
。
ほ
ん
と
に
少
な
い
時
間

だ
っ
た
が
祖
母
は
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て

と
て
も
と
て
も
喜
こ
ん
で
く
れ
た
。
こ
の

原
稿
も
、
そ
の
祖
母
の
家
で
書
い
て
い
る
。

今
は
母
と
一
緒
だ
が
、
呼
ば
れ
た
ら
す
ぐ

に
行
け
る
よ
う
に
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
祖
母
が
、
家
に
帰
っ
て

こ
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
僕

が
祖
母
の
家
に
い
る
と
き
は
僕
が
ヘ
ル

パ
ー
だ
。
祖
母
の
家
に
い
る
み
ん
な
が
ヘ

ル
パ
ー
。
そ
う
し
て
、
家
族
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
。
で
き
る
だ
け
家
族

に
寄
り
添
う
。
自
分
の
仕
事
も
し
っ
か
り

や
り
遂
げ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
な
の

だ
と
思
う
。
こ
の
夏
休
み
は
、
初
め
て
の

部
活
な
ど
で
大
忙
し
だ
っ
た
が
、
祖
母
の

家
に
何
回
か
来
る
こ
と
が
で
き
た
。

　祖
母
に
寄
り
添
い
、
祖
母
を
助
け
て
あ

げ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
。
祖
母
だ
け
で
は
な
い
。
母
や
、
父
、
妹
、

祖
父
な
ど
に
も
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
が
、
僕
の
、
家
族
の
役
割
。

　最
後
に
、
み
ん
な
に
伝
え
た

い
。
そ
れ
は
、「
み
ん
な
が
だ
れ

か
の
ヘ
ル
パ
ー
。
み
ん
な
が
だ

れ
か
を
助
け
て
い
く
の

だ
。」
と
い
う
こ
と
を
。
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を
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に
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取
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を
し
て
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と
思
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ま
す
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で
、
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に
も
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る
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が
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な
と
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て
い
ま

し
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。
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年
、
夏
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家
族
旅
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に
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れ
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夏
休
み
の
一
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楽
し
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で
す
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年
は
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行
に
行

く
に
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た
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、
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「
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ボ
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を
し
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と
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ま
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た
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車
椅
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ボ
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は
、
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業
高
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の
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と
思
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ま
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。

で
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と
助
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る
人
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る

の
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な
と
も
思
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ま
し
た
。
旅
行
の
日
、

空
港
の
中
に
あ
る
宅
配
セ
ン
タ
ー
に
行

き
、
名
前
を
言
う
と
車
椅
子
が
届
い
て

い
ま
し
た
。
修
理
し
た
の
は
兵
庫
県
の

高
校
で
し
た
。
兵
庫
か
ら
山
梨
に
住
ん

で
い
る
私
た
ち
が
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ド
ネ
シ
ア
に
運

び
ま
す
。
色
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な
人
の
つ
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が
り
で
で

き
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の
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で
す
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は
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も
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で
、
チ
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ッ
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で
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行
機
に
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る
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き
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物
と
い
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に
車
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た
だ
け
で
し
た
。

だ
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ら
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物
が
増
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た
と
い
う
感
じ
は
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っ
た
し
、
旅
行
に
行
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で
な

の
で
全
く
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
地
に
つ
く
と
、
受
け
取
り
ボ

ラ
ン
テ
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ア
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ

て
そ
の
人
に
わ
た
し
ま
し
た
。
そ
の
時

に
お
母
さ
ん
が
子
供
服
の
古
着
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
き
、
そ
れ
も
わ
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
了
で

す
。
何
だ
か
あ
っ
と
い
う
間
の
事
で
こ

の
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
と
い
う

実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　帰
国
し
て
か
ら
一
週
間
く
ら
い
に
現

地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
運
ん
だ
車

椅
子
は
ジ
ャ
ワ
島
に
住
ん
で
い
る
六
十

八
さ
い
の
女
性
に
届
い
た
そ
う
で
す
。

足
が
不
自
由
で
外
に
出
ら
れ
な
く
、
家

に
こ
も
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　そ
れ
が
車
椅
子
が
届
い
た
事
で
外
に

出
ら
れ
、
買
い
物
を
し
た
り
近
所
の
人

と
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
と
話
し
て
た
そ
う
で
す
。

車
椅
子
に
乗
っ
て
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔

の
写
真
も
い
っ
し
ょ
に
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
子
供
服
は
保
育
園
か
ら

高
校
生
ま
で
生
活
し
て
い
る
し
せ
つ
に

届
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
私
よ
り
も
小

さ
な
子
供
た
ち
が
私
た
ち
が
持
っ
て

行
っ
た
服
を
前
に
う
れ
し
そ
う
に

し
て
い
る
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
私
は
そ
の
写
真
を
見
た
時

に
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
助
か
る
人
が
も
っ
と

増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　私
は
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

と
て
も
難
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
大
変
な
事

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

に
で
き
る
事
っ
て
た
く
さ
ん
あ
る

し
、
身
近
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
夏
休
み
の
経
験
を
生
か

し
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
目
を
む
け

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

  

家
族
の
役
割

身
延
中
学
校 

一
年

　小
林

　慶
多

　

　祖
母
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
一
年
半
前
く
ら
い
の
時
だ
っ
た
。

以
前
か
ら
目
の
見
え
な
い
祖
母
が
足
に
不

調
を
訴
え
思
う
よ
う
に
歩
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
母
は
、
仕
事
が

終
わ
る
と
病
院
へ
と
足
を
運
び
帰
り
の
遅

い
日
が
続
い
た
。
そ
し
て
時
に
は
不
満
を

言
っ
た
り
不
安
な
こ
と
を
言
っ
た
り
し
て

い
た
。
入
院
生
活
が
一
年
過
ぎ
た
こ
ろ
祖

母
の
退
院
に
向
け
て
歩
行
訓
練
が
始
ま
っ

た
。
家
に
帰
り
た
い
、
そ
の
思
い
で
祖
母

は
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
ん
だ
と
感
じ
た
。

　家
に
帰
る
こ
と
を
決
め
た
時
、「
介
護
」

が
は
じ
ま
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
、ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、病
院
の
関
係
者
の
人
、

町
の
福
祉
保
健
課
の
人
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
話
し
合
い
を
経
て
、
祖
母
の
家
で
の

生
活
が
再
び
始
ま
っ
た
。
家
で
の
生
活
が

始
ま
っ
た
数
ヶ
月
後
、
一
本
の
電
話
が
家

中
に
鳴
り
響
い
た
。
僕
は
近
く
に
い
た
の

で
電
話
に
出
る
と
、祖
母
か
ら
だ
っ
た
。「
家

に
来
て
ほ
し
い
。」
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
お
休
み
の
日
で
、
祖
母
の

家
に
住
ん
で
い
る
お
じ
さ
ん
も
留
守
だ
っ

た
の
で
一
人
で
は
ま
だ
不
安
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
僕
は
電
車
で
祖
母
の
家
に
向
か
っ

た
。
目
が
見
え
な
い
祖
母
に
負
担
を
か
け

ぬ
よ
う
、
使
っ
た
も
の
を
き
ち
ん
と
元
に

戻
す
よ
う
に
し
た
。
目
が
見
え
な
い
祖
母

に
と
っ
て
椅
子
が
出
て
い
る
だ
け
で
も
大

き
な
変
化
な
の
だ
。
こ
の
日
は
、
僕
が
ヘ

ル
パ
ー
。
本
当
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
仕
事

を
全
て
や
る
事
は
で
き
な
く
て
も
、
祖
母

の
近
く
に
い
て
、
肩
を
貸
し
て
あ
げ
た
り
、

洗
い
物
を
し
て
あ
げ
る
事
は
で
き
る
。
こ

う
い
う
こ
と
が
、
家
族
と
し
て
や
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
そ
の
日
は
祖
母
の
家
に
泊
ま
っ

た
。次
の
日
の
朝
、祖
母
は
早
起
き
だ
っ
た
。

朝
の
行
政
放
送
が
流
れ
た
時
に
僕
は
起
き

た
が
、
祖
母
は
一
時
間
ぐ
ら
い
前
に
起
き

て
、
自
力
で
居
間
ま
で
来
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
日
に
用
事
が
あ
っ
た
た
め
八
時
前
の

電
車
で
帰
っ
た
。
ほ
ん
と
に
少
な
い
時
間

だ
っ
た
が
祖
母
は
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て

と
て
も
と
て
も
喜
こ
ん
で
く
れ
た
。
こ
の

原
稿
も
、
そ
の
祖
母
の
家
で
書
い
て
い
る
。

今
は
母
と
一
緒
だ
が
、
呼
ば
れ
た
ら
す
ぐ

に
行
け
る
よ
う
に
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
祖
母
が
、
家
に
帰
っ
て

こ
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
僕

が
祖
母
の
家
に
い
る
と
き
は
僕
が
ヘ
ル

パ
ー
だ
。
祖
母
の
家
に
い
る
み
ん
な
が
ヘ

ル
パ
ー
。
そ
う
し
て
、
家
族
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
。
で
き
る
だ
け
家
族

に
寄
り
添
う
。
自
分
の
仕
事
も
し
っ
か
り

や
り
遂
げ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
な
の

だ
と
思
う
。
こ
の
夏
休
み
は
、
初
め
て
の

部
活
な
ど
で
大
忙
し
だ
っ
た
が
、
祖
母
の

家
に
何
回
か
来
る
こ
と
が
で
き
た
。

　祖
母
に
寄
り
添
い
、
祖
母
を
助
け
て
あ

げ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
。
祖
母
だ
け
で
は
な
い
。
母
や
、
父
、
妹
、

祖
父
な
ど
に
も
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
が
、
僕
の
、
家
族
の
役
割
。

　最
後
に
、
み
ん
な
に
伝
え
た

い
。
そ
れ
は
、「
み
ん
な
が
だ
れ

か
の
ヘ
ル
パ
ー
。
み
ん
な
が
だ

れ
か
を
助
け
て
い
く
の

だ
。」
と
い
う
こ
と
を
。
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赤い羽根共同募金へのご協力誠にありがとうございました！
多くの善意が集まりました。

赤い羽根共同募金寄付者ご芳名赤い羽根共同募金寄付者ご芳名
（順不同・団体敬称略）

社会福祉協議会お問い合わせ先
●事務局・ボランティアセンター・身延生きがい広場・居宅介護支援事業所・訪問介護事業所
　　　　　　　　　身延町波木井272－1（身延福祉センター内）  電話0556－62－3773
●中富デイサービス　身延町切石117－1（中富すこやかセンター内） 電話0556－48－8058
●下部生きがい広場　身延町常葉1093　電話0556－20－3023

●下部地区
ＮＰＯ法人国際ブリアー、浩庵、
古関工業㈱、松井組工友株式会社、
㈱下部射撃場、慈観寺、㈲双葉工
業、財団法人美枝きもの資料館、
柳屋分店、甲子床、小林歯科医院、
永明院寺族清田かつ子様、山印社、
末廣石材㈲、㈱小林石材、妙圓寺、
㈱出羽建設、有限会社下部自動車、
常幸院、花形美粧院、信濃屋洋品
店、下部薬局、熊谷組㈱、株式会
社リアクトオン、正宝社、株式会
社創明社、小林自動車整備工場、
三沢屋石油、下部ホテル、株式会
社梅ぞ乃、丸一食堂、元湯旅館・
お食事処いずみ、バーバーさの、
ニュー梅月、しもべ病院、ホテル
守田、喜久屋旅館、橋本屋旅館、
㈱南誠測量、寿屋製麺所、湘南興
業有限会社

●中富地区
秋山モータース、飯富病院、
（宗）永久寺、共和測量㈱、望月
計士司法書士事務所、株式会社
スギヤマ山梨工場、㈱小林建設
所、有限会社進栄産業、オート
サービス若林、渡辺商店、川口
建設㈱、有限会社望月建設、中
富衛生社、㈲カワグチ工業、山
叶製紙㈱、笠井ふとん店、栄宝
寺、山梨自工、高野歯科、若林
製作所、サイトテック㈱、青原
院、サンテック、トスコ、西日
本宇佐美中部支店、飯富生コン、
白鳳、本成寺、廣禅院、株式会
社Sakatec

●身延地区
身延山支院、いさご屋旅館、一
宮珠数仏具店、英玉堂、恵善坊、
延寿坊、岸之坊、窪之坊、熊王
写真館みやげ店、清水房、松司
軒仏具店、積善坊、大善坊、武
井坊、竹之坊、田中工務店、有
限会社田中屋旅館、玉川楼、天
洋堂薬局、浪花屋珠数仏具店、
端場坊、みやげ館、三河屋珠数
店、身延山奥之院思親閣、身延
山久遠寺、身延登山鉄道株式会
社、妙石坊、望月写真館、山田
電気商会㈲、山本坊、林蔵坊、
若松屋珠数仏具店、松井坊、覚
林房、十如坊、本行坊、樋之澤
房、魚市、志摩坊、株式会社せ
いしん、武州屋、長泉寺、円﨑
興業有限会社、龍雲寺、常福寺、
本國寺、有限会社さくら、古屋
歯科医院、上澤寺、株式会社か
いすた、㈱はやし、タカハタプ
レシジョン身延㈱、河西工業有
限会社、めん丸身延店、甲陽建
機リース㈱身延営業所、㈱キー
テック山梨工場、㈱メッツ、株
式会社ミノブ運輸、下山石油販
売㈲、山内歯科医院、波木井山
圓實寺、若松屋酒店、早川鉄工
所、食彩工房えんどう、㈲田中
屋油店、身延総合設備㈱、大城
川開発株式会社、企業組合みの
ぶゆばの里とよおか、㈱柳澤建
設大協生コンクリート身延工場、
手打そば処あずみの、鏡円坊、
クリーニングショップもちづき、
栄屋製菓舗、佐野教報社、諏訪
商店、花ゆう、ビック建材金物

㈱、㈲ファーストパソコン塾、
フレッシュマートフジタ、丸善
自動車工業株式会社、ミスター
タイヤマンミノブ店、身延町森
林組合、望月油店（エネオス波
木井橋給油所）、望月測量設計
株式会社、身延町建設安全協議
会、株式会社リナン、㈱若尾電
気、峡南石材、㈲佐野興業、株
式会社一期一会いっしょに歩こ
う、㈱共和コンクリート、前田
塗装、㈱山梨山本佐吉商店、㈱
大南設備、栄昇堂、回生堂薬局、
中華料理香苑、十字屋、高見沢
商店、まるきょう、もーど・
え・ぎゃらりー・いわさ、身延
生花店、望月電機商会、八百国、
山梨交通㈱身延営業所、ゆたか
屋、身延竹炭企業組合、接心庵、
オーシマ美容院、カタダ電化サ
ービス

●各種団体等
深敬園職員一同、下山立正保育
園保護者・園児・職員一同、下
山小学校児童会、身延小学校児
童会、身延山内婦人会、久那土
ボランティアの会、養護老人ホ
ーム功徳会利用者及び職員一同、
特別養護老人ホームみのぶ荘職
員一同、しもべ荘職員一同、身
延山学園


